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第 8 章では、第 2 章から第 7 章までの研究成果を総括し、本研究で得られた結論と合わせて成果の今後の水管理に
おける活用について述べている。
論文審査の結果の要旨
本論文では、利根川水循環系に関して収集した豊富な基礎的データをもとに、水循環の中で大きな役割を果たす水
利用および水環境を、健全な水循環という視点、から考察している。利根川水循環系における河川!と地下水を一体とし
た水利用に関する一連の研究成果をまとめれば以下のようになる。
1 .既往の利根川の渇水特性から利根川水系の流出を総括的に捉えるために、利根導水路と江戸川とに分派するの
を止め、両者の流量を本川に戻し、一本の河川として流下した場合を想定して利根川連結流量の概念を提唱し、それ
によって流量の持続特性等を検討している。
2 .利根川の水利用の実態について、農業用水、上水道用水、工業用水の各用水別に昭和30年代以降の経年的な変化
を明らかにして、水管理上の課題を抽出している。
3. 利根川が形成した関東平野の地下に存在する広大な関東地下水盆に対し、県別の地下水利用実態を解明して、
河川の取水制限による地下水利用への影響の検討をしている。また地下水位変化に対する地下水流動より、持続的な
地下水利用を行う上での問題点を明らかにしている。
4. 現在頻繁に発生する利根川の渇水に関して、渇水時における水利用とその水環境への影響および維持流量の捉
え方について述べ、地下水を含めた水循環系全体としての調整の必要性等、渇水調整の課題をあげている。
以上のように、本論文は利根川水循環系において、河川水と地下水を独立したものではなく、相互に関係し合う依
存性を強調し、河川!と地下水とが連携すべき役割を明確にしている。また、利根川と関東地下水盆の関係から、河川
と地下水の利水上の補完関係のあり方について提案しており、今後の利根川水系における水管理に大いに活用できる
ものと期待される。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
